
許可基準 

 

１ 知事は、当該地域における薬局及び医薬品販売業の普及の状況その他の事情を勘案して特に必要が

あると認めるときは、店舗ごとに、指定医薬品以外の動物用医薬品の品目を指定して動物用特例店舗

販売業の許可を与えることができる。 

２ 動物用医薬品特例店舗販売業の指定品目は、それぞれ別表第一に掲げる薬効用途別分類、有効成分

及び効能効果の範囲に該当するものであって、かつ、次の各号に適合するものとする。 

⑴  一般に薬理作用が緩和であり、かつ、蓄積性又は習慣性がないこと。 

⑵  経時変化が起こりやすくないものであること。 

⑶  剤型、用法及び用量等からみて、一般にその使用方法が容易であること。 

⑷  容器又は被包が壊れやすく、又は破れやすいものでないこと。 

３ 蚕用消毒剤、蚕用ホルモン剤は都道府県が開催したこれらの蚕用医薬品の取扱いについての講習を

受講した者に限り指定する。 

４ 抗原虫剤、駆虫剤、殺虫剤・防虫剤、畜舎消毒剤等のうち使用上の注意として休薬期間の設定されて

いるものの指定を受けるには、その取扱いの講習会を受講しなければいけない。 

５ 一店舗あたりの指定品目数は３０品目以内とする 








